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第 402回 例会 

2022年 5月 18日 13:00～ 

■司 会 深見和久 例会・出席・親睦委員長 

■斉 唱 それでこそロータリー 

■出席報告 出席者数 15 名 / 27 名 

 出 席 率 55.55 % 

■ゲ ス ト  

■ビジター 名古屋栄 RC 八神基様（名誉会員） 

ニコボックス 

〇 名古屋栄 RC 八神 基 様（名誉会員） 

お久しぶりです。 

〇 菊地富士子 会長 

安井嗣博様、本日卓話楽しみにしております。 

宜しくお願い致します。 

〇 加藤正広 副幹事 

嗣さん、お久しぶりです。 

本日の卓話、楽しみにしております。 

〇 安井忠 ロータリー財団委員長 

今日もいい天気です。 

〇 深見和久 例会運営・出席親睦委員長 

安井嗣博さん、本日の卓話、楽しみにしており

ます！これも機に毎月の出席を期待しておりま

す。 

〇 安井嗣博 会員 

３年ぶりの卓話をやらせて頂きます。 

会 長 挨 拶 

皆さん。こんにちは。本日は４０２

回例会です。ご参加ありがとうござ

います。本日は親愛なる友である

安井嗣博さんに卓話といただきま

す。どうぞよろしくお願いします。旭

高原の牧場に行ってきました。牧

開きしており沢山の牛が放牧され

ていましてとても長閑でした。角を

持つ動物で古くから日本人の暮らしにと関わりが深い

のは牛と鹿です。牛の角は骨の芯を持ち生え替わるこ

となく伸び続けます。一方、鹿の角は毎年春に落ち初

夏に新しい角が生えてきます。生え始めは皮膚を被っ

ていて、中には血管が網の目のように通っています。表

面には産毛が生えていてこの袋のような若い角を「袋角」

と呼びます。オスの鹿は生後３年目の春から袋角を生

やし始め、その後毎年春になると角が生え変わります。

触ると柔らかく体温を感じられます。この袋角の中には

血液や髄液が通っております。９月ごろには硬く鋭い角

になります。三又の大きな角を持つのは満４歳以上で

す。 

鹿の角から作る薬は鹿茸（ろくじょう）と呼ばれ、中国

では三大妙薬（麝香、牛黄、鹿茸）のひとつの最高級

漢方薬として三千年以上の歴史があります。鹿の袋角

とは中国では、歴代の皇帝や貴族など、一部の人々の

みが飲用できたと言われています。１日に約２センチも

伸び驚異的な成長します。日本には唐と長崎が貿易を

始めた頃の６００年代に伝えられ江戸時代には徳川家

康を始めとする歴代の将軍達に愛用されたとされてい

ます。 

白角は秋の繁殖期に完全に伸びきってしまい骨化し

表面の皮がむけてしまった鹿の角です。 また先端は

繁殖期の戦いのために自分で削るので尖って鋭い角

になります。しかしこのような角になると角の中には血液

は通わなくなり内容成分も袋角とは大きく異なるものに

なります。 

中国最古の薬書『神農本草経』には「鹿茸は、一切

の精力を生じせしめ、髄を補い、血を養い、筋骨を強

め・・・」と様々な効能が書き連ねられています。中でも

唐代に記された『千金万』には、強精作用の高い生薬

の筆頭に挙げられています。上質の鹿茸は年間採取

量が極めて少ないことから非常に貴重で高価な生薬と

なっています。 

「鹿の角きり」は 1672 年に鹿の角による事故を防止

するため始められました。江戸時代から約 340 年にわ

たり、鹿と奈良の人々との共生の中で受け継がれてい

る伝統行事です。 

卓  話 

安井嗣博 奉仕プロジェクト委員 

 【近況報告と音楽について】 

 ３年ぶりの卓話でしたが、色々なミュ

ージシャンの動画や活動をご紹介頂き

楽しい卓話でした。安井会員、本当に

ありがとうございました。 

 

 


